
一番近くにいるあなたに

知ってほしい

アルツハイマー型認知症

監修：掲協医科大学神経内科教授　平田幸一先生
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ご家族がアルツハイマー型認知症であると

診断されたあなたへ

ご家族が「アルツハイマー型認知症」であると診断され、大きなショック

を受けていると思います。不安やとまどいを感じこれからどうすればい

いのか混乱していることもお察しいたします。しかし、お薬による治療や

介護サービスの利用などで、進行を遅らせ、幸せに生きる時間を少しで

も長くすることができます。家族だけで悩みをかかえこまず、医師や介護

経験者、介護サービスの担当者などに相談してみましょう。まずはこの

冊子で、アルツハイマー型認知症の知識を身につけてください。一緒に

病気に立ち向かっていきましょう。

燭協医科大学神経内科教授　平田幸一

目次

ページ

○認知症とは………………・2

0アルツハイマー型認知症とは…・3

◎老化によるもの忘れとの違い…・4

0中核症状と周辺症状………‥5

0病気の進行について………‥7

◎薬による治療……………‥8

0進行を遅らせるリハビリ……‥9

0認知症患者さんへの接し方…・10

0認知症　介護のコツ………・11

◎介護をはじめる前に………・12

◎認知症に関する公的支援…‥13



認知症とは‘‘後天的な’’脳の障害。

認知症とは“後天的な”脳の障害が起きて、日常生活や社会生活に支障を

きたすようになっている状態で、一方、意識はしっかりしている病気です。

日本では65歳以上の約10～25人に1人＊にみられると推定されています。

認知症には「アルツハイマー型認知症」「血管性認知症」「レビー小体型

認知症」などがあります。「アルツハイマー型認知症」と「血管性認知症」が

併せて起きているものもあります。全体の約8割はアルツハイマー型のか

かわっている認知症です。

＊日本神経学会監修　認知症疾患治療ガイドライン2010，医学書院，2010よリ
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脳の神経細胞が死滅し脳が萎縮する。
その原因はいまだ不明。

アルツハイマー型認知症では、脳の神経細胞が死滅し、脳に萎縮がみられ

ます。このような変化がなぜ起こるのかについては、まだよくわかっていま

せん。認知力や理解力が時間とともに徐々に低下し、失われた能力は元に

戻りにくいとされています。また、患者さん本人は、脳の機能の低下が起

こっていることに気づくことはほとんどありません。



老化によるもの忘れと異なり、
ヒントを出しても思い出せない。

アルツハイマー型認知症で最初に現れる症状はもの忘れです。アルツハ

イマー型認知症でみられるもの忘れと、老化によるもの忘れは、大きく異

なります。例えば老化によるもの忘れは、「食事をしたこと」は覚えていて、

だれと、どこで、何を食べたかなど、一部の記憶のみ忘れていますので、ヒ

ントをきっかけに思い出すことができます。しかし、アルツハイマー型認知

症では食事をしたこと自体を忘れてしまい、ヒントを出しても思い出せませ

ん。忘れたことを忘れてしまうのです。

鎗体験したことは覚えているが、

体験のある部分や詳細につい

て忘れている。

●ヒントによって思い出すことが

多い。

●もの忘れの自覚がある。

例∋

□会食で何を食べたか忘れてい

る。

□さいふをどこにしまったか忘れ

ている。

□孫の学年を忘れている。

●体験したこと自体を忘れてい

る。

●ヒントを出しても思い出せな

い。

⑳もの忘れの自覚がない。

例）

□会食に出席したことを思い出

せない。

□さいふを自分が片付けたこと

を覚えていない。

□自分に孫がいること自体がわ

からない。
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